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謂
座
開
講
報
告

現
代
中
国
の
思
想
・
毛
沢
東
を
読
む

「
現
代
中
国
の
思
想
・
毛
沢
東
を
読
む
」
は
、
受
講
者
三
名
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

開
講
前
に
い
ち
ば
ん
心
配
だ
っ
た
の
は
、
受
講
者
の
中
国
語
の
学
習

歴
・
語
学
力
の
ば
ら
つ
き
で
し
た
が
、
全
員
三
年
以
上
の
学
習
歴
が
あ

り
、
学
習
意
欲
も
高
い
の
で
、
当
初
考
え
て
い
た
よ
り
も
ス
ム
ー
ス
に

「
反
対
自
由
主
義
」
を
読
み
進
め
て
お
り
、
七
月
六
日
（
第
四
回
）
で

「
反
対
自
由
主
義
」
は
読
了
し
て
、
「
為
人
民
服
務
」
に
進
む
予
定
で
す
。

こ
の
講
座
の
基
本
的
な
中
国
語
に
対
す
る
姿
勢
は
、
「
同
文
同
種
」

的
な
読
み
方
を
排
す
る
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。

外
国
語
で
あ
る
以
上
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
同
じ
漢
字

の
語
彙
で
あ
っ
て
も
、
現
在
の
中
国
語
で
の
意
味
と
、
現
在
の
日
本
語

で
の
意
味
に
乖
離
が
あ
る
場
合
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
と
こ

ろ
か
ら
出
発
し
た
い
の
で
、
「
反
対
自
由
主
義
」
を
最
初
に
読
む
こ
と

に
し
ま
し
た
。

現
在
の
日
本
語
に
於
け
る
「
自
由
主
義
（
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
ご
 
と
い

う
言
葉
と
、
毛
沢
東
の
使
用
し
て
い
る
「
自
由
主
義
（
身
勝
手
ご
都
合

主
義
こ
と
い
う
言
葉
の
、
「
文
字
面
の
一
致
」
と
「
意
味
上
の
不
一
致
」

を
日
本
語
の
辞
書
・
中
国
で
出
版
き
れ
た
中
国
語
辞
典
に
よ
っ
て
確
か

め
る
、
と
い
う
作
業
か
ら
第
一
回
は
始
め
ま
し
た
。

年
間
一
六
回
の
講
座
で
ど
こ
ま
で
読
む
こ
と
が
出
来
る
か
。
と
り
あ

え
ず
「
五
篇
著
作
」
と
、
ア
ン
ナ
・
ル
イ
ズ
・
ス
ト
ロ
ン
グ
に
よ
る
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
ま
で
は
読
み
切
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
一
期
は
中
国
語
文
法
の
説
明
に
や
や
時
間
を
さ
き
、
中
国
語
中
級

講
座
的
な
面
が
強
く
な
り
ま
し
た
が
、
受
講
者
か
ら
第
一
期
と
第
二
期

の
間
（
い
わ
ゆ
る
夏
休
み
）
に
予
習
し
た
い
の
で
第
二
・
三
期
分
の
教

材
を
先
に
出
し
て
く
れ
、
と
い
う
要
望
も
あ
り
、
第
二
・
三
期
は
か
な

り
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
て
読
め
、
思
想
内
容
に
も
踏
み
込
ん
だ
検
討
が
出

来
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

講
師
が
学
部
生
だ
っ
た
頃
（
約
三
○
年
前
）
に
は
、
中
国
語
学
演
習

の
授
業
な
ど
で
、
毛
沢
東
の
著
作
は
教
材
と
し
て
普
通
に
使
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
で
は
毛
沢
東
の
著
作
を
、
原
文
で
読
む
と
い

う
講
座
は
、
ど
の
大
学
に
も
ま
ず
無
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

第
二
期
か
ら
の
受
講
も
歓
迎
し
ま
す
。

２

（
中
野
 
清
・
講
師
）

’



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
社
会
科
学

「
ア
ソ
シ
エ
副
」
の
前
身
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
卯
ｓ
」

の
解
散
に
あ
た
っ
て
、
一
九
八
九
年
東
欧
革
命
で
脚
光
を
浴
び
た
「
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
組
織
原
理
が
、
二
○
世
紀
末
に
日
本
及
び
世
界
で

ど
こ
ま
で
広
が
っ
て
い
る
か
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
ー
チ
・
エ
ン

ジ
ン
ペ
号
。
。
で
調
べ
た
数
字
で
挙
げ
た
（
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
型
運
動
の
二

一
世
紀
へ
」
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
卯
Ｓ
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
終
刊
号
、
一
九

九
九
年
三
月
）
。
か
っ
て
『
経
済
白
書
」
や
「
国
民
生
活
白
書
』
等
を

購
入
し
て
使
っ
て
い
た
日
本
の
政
府
統
計
は
、
今
で
は
官
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、
そ
の
都
度
最
新
デ
ー
タ
を
入
手
で
き
る
。
お
お
む
ね
英
語

版
も
同
時
に
発
表
さ
れ
る
か
ら
、
今
メ
キ
シ
コ
の
エ
ル
・
コ
レ
ヒ
オ
・

デ
・
メ
ヒ
コ
で
日
本
現
代
史
を
教
え
て
い
る
大
学
院
生
た
ち
に
も
、
欧

米
は
も
ち
ろ
ん
イ
ン
ド
や
ロ
シ
ア
の
ネ
ッ
ト
フ
レ
ン
ド
の
質
問
に
も
、

電
子
メ
ー
ル
で
ネ
ッ
ト
情
報
の
所
在
を
教
え
れ
ば
、
そ
れ
で
済
む
よ
う

に
な
っ
た
。
か
っ
て
長
文
の
手
紙
と
コ
ピ
ー
・
フ
ァ
ク
ス
を
や
り
と
り

し
て
い
た
頃
に
比
べ
れ
ば
、
な
ん
と
便
利
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
！

こ
ん
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
ら
み
の
研
究
・
教
育
に
入
り
込
ん
だ
の

は
、
私
の
場
合
、
つ
い
二
年
ほ
ど
前
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
加
藤
哲
郎
の

研
究
室
」
〈
言
亘
言
冒
・
露
三
舎
・
・
星
亘
冨
８
局
国
。
日
励
．
胃
且
〉
を
持
っ
て

か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
も
パ
ソ
コ
ン
通
信
の
ｚ
犀
冨
の
『
く
⑰

「
思
想
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
覗
い
た
り
、
こ
の
道
の
大
先
輩
で
あ
る
小
倉

利
丸
さ
ん
や
山
崎
カ
ヲ
ル
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
時
々
眺
め
る
こ
と

は
あ
っ
た
が
、
自
分
自
身
が
情
報
発
信
者
に
な
り
、
そ
の
反
響
に
日
常

的
に
メ
ー
ル
で
応
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
、
や
は
り
パ
ソ
コ
ン
は
原

稿
執
筆
用
ワ
ー
プ
ロ
以
上
の
も
の
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
趣

味
の
世
界
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
九
七
年
夏
に
開
設
以
来
、
私
の

個
人
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
、
去
る
六
月
五
日
に
通
算
五

万
ヒ
ッ
ト
に
達
し
た
。
常
連
の
皆
さ
ん
が
更
新
の
た
び
に
来
て
く
れ
る

の
だ
が
、
月
に
約
三
○
○
○
人
、
毎
日
一
○
○
人
以
上
が
見
て
い
る
勘

定
に
な
る
。

そ
の
詳
し
い
記
録
は
、
実
は
先
約
が
あ
り
、
「
歴
史
評
論
」
九
月
号

の
「
歴
史
学
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
特
集
に
活
字
で
、
同
時
に
ネ
ヅ
ト

上
の
学
術
マ
ガ
ジ
ン
 
豆
、
四
号
且
伺
需
“。
匡
『
い
、
の
三
号
」
に
は
リ
ン
ク
つ

き
の
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
で
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
歴
史
探
偵
Ｉ
私
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
体
験
記
」
と
題
し
て
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
無

論
そ
れ
は
、
私
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
も
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
る
。

私
の
Ｈ
Ｐ
で
は
、
著
書
は
別
だ
が
、
雑
誌
に
発
表
し
た
活
字
論
文
は
、

原
則
的
に
三
か
月
後
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
公
開
し
て
い
る
。

だ
か
ら
「
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
」
に
不
定
期
連
載
し
て
い
る
、

河
上
肇
の
未
発
表
書
簡
や
一
九
二
二
年
九
月
日
本
共
産
党
創
立
綱
領
な

ど
モ
ス
ク
ワ
で
調
査
し
集
め
て
き
た
旧
ソ
連
秘
密
文
書
日
本
関
係
史
資

料
の
紹
介
・
解
読
等
純
学
術
的
な
研
究
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
発

表
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
締
切
も
枚
数
制
限
も
な
い
か
ら
、

加
藤
哲
郎

安
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臥
馴
別
凹
面
画
ヤ
ｒ
》

［
三
］
今
「
日
の
丸
・
君
が
代
」
法
制
化
の
動
き
が
あ
る
。
「
天
皇
陛

下
の
お
治
め
に
な
る
御
世
が
千
年
も
万
年
も
続
い
て
お
さ
か
え
に
な
り

ま
す
よ
う
に
」
（
初
等
科
修
身
教
科
書
）
と
い
う
意
味
の
「
君
が
代
」

が
「
（
憲
法
の
）
理
想
の
実
現
は
根
本
に
お
い
て
教
育
の
力
に
ま
つ
べ

き
も
の
で
あ
る
」
と
し
た
学
校
教
育
の
場
か
ら
放
郷
さ
れ
た
の
も
、
こ

れ
ま
た
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
君
が
代
」
の
法
制
化
、
教
育
の
場

に
お
け
る
強
制
、
義
務
化
は
こ
れ
ら
削
除
さ
れ
た
規
定
、
す
な
わ
ち
天

皇
法
を
復
活
さ
せ
、
「
思
想
及
び
良
心
の
自
由
」
（
憲
法
第
一
九
条
）
を

侵
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
今
、
通
信
傍
受
、
い
わ
ゆ
る
盗
聴
法
に
よ
っ
て
、
憲
法
第
二

五
条
の
保
障
す
る
表
現
の
自
由
、
通
信
の
秘
密
な
ど
の
基
本
的
人
権
の

侵
害
が
容
認
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
憲
法
の
保
障
す
る
通
信
の
秘
密

の
盗
聴
を
「
傍
受
」
と
い
う
名
で
堂
々
と
容
認
し
よ
う
と
す
る
の
が
、

今
般
の
法
案
で
あ
る
。
政
府
は
、
傍
受
、
つ
ま
り
盗
聴
の
対
象
と
な
り

う
る
犯
罪
を
「
銃
器
・
薬
物
・
集
団
密
航
・
組
織
的
な
殺
人
」
の
四
種

類
に
絞
り
、
傍
受
に
当
た
っ
て
は
、
裁
判
所
の
令
状
発
行
を
要
件
と
し
、

か
つ
立
会
人
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
憲
法
違
反
で
は
な
い
と
す
る
。
し
か

し
、
犯
罪
の
種
類
の
絞
り
込
み
も
、
裁
判
所
に
よ
る
令
状
チ
ェ
ッ
ク
も

こ
れ
ま
で
の
現
実
の
運
用
を
み
れ
ば
な
ん
ら
意
味
を
な
さ
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
現
に
元
検
事
、
判
事
の
経
歴
を
有
す
る
野
党
議
員
ら

か
ら
も
そ
の
旨
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

［
四
］
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関
連
法
案
が
成
立
し
た
五
月
二
四
日
の
朝
日

新
聞
朝
刊
が
、
憲
法
の
平
和
原
理
に
拘
わ
り
の
な
い
三
○
代
の
若
手
議

員
ら
の
言
動
、
そ
し
て
そ
れ
を
危
ぶ
む
保
守
系
の
戦
争
体
験
世
代
の
議

貝
と
の
対
比
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
同
記
事
に
よ
れ
ば
、
外
務
官
僚

と
し
て
湾
岸
戦
争
当
時
、
米
国
留
学
し
て
い
た
経
歴
を
有
す
る
民
主
党

の
某
若
手
議
員
は
、
〃
憲
法
九
条
を
う
ち
捨
て
、
世
界
平
和
の
た
め
に

出
て
行
こ
う
“と
得
々
と
演
説
し
た
と
い
う
。

「
安
保
護
持
」
「
日
米
基
軸
」
「
米
国
の
正
義
」
に
つ
い
て
、
い
さ
さ

か
の
疑
問
も
持
た
ず
、
植
民
地
支
配
と
侵
略
戦
争
と
い
う
日
本
の
近
・

現
代
史
に
お
け
る
負
の
遺
産
に
つ
い
て
の
歴
史
認
識
を
欠
き
、
国
際
政

治
を
パ
ワ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
だ
け
で
見
る
彼
ら
の
発
想
に
大
変
に
危

険
な
も
の
を
感
ず
る
。
「
安
保
護
持
」
は
、
一
九
五
二
年
体
制
、
す
な

わ
ち
冷
戦
の
呪
縛
か
ら
抜
け
出
な
い
発
想
で
あ
る
。
私
た
ち
は
冷
戦
の

終
焉
し
た
今
こ
そ
、
五
二
年
体
制
で
な
く
、
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日

の
日
本
の
敗
戦
に
立
ち
戻
っ
て
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

基
地
の
縮
小
・
撤
去
を
求
め
る
沖
縄
県
民
の
闘
い
、
明
治
公
園
に
五

万
人
が
集
ま
っ
た
５
．
副
戦
争
法
ス
ト
ッ
プ
！
全
国
大
集
会
、
盗
聴

法
反
対
運
動
に
起
ち
上
が
っ
た
人
々
な
ど
、
広
範
な
民
衆
の
闘
い
の
兆

し
を
見
る
と
き
希
望
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

東
洋
の
哲
人
魯
迅
が
希
望
に
つ
い
て
語
っ
た
言
葉
が
胸
に
染
み
る
。

希
望
と
は
も
と
も
と
あ
る
も
の
だ
と
は
言
え
な
い
し
、

な
い
も
の
だ
と
も
言
え
な
い
。

そ
れ
は
地
上
の
道
の
よ
う
な
も
の
だ
。

も
と
も
と
地
上
に
道
は
な
い
。

歩
く
人
が
多
く
な
れ
ば
そ
れ
が
道
に
な
る
。

含
故
郷
』
竹
内
好
訳
）

（
弁
護
士
）
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昨
年
度
歴
史
学
研
究
会
大
会
全
体
会
報
告
「
戦
後
日
本
と
〈
ア
メ
リ
カ
〉

の
影
」
な
ど
は
、
「
歴
史
学
研
究
』
九
八
年
一
○
月
増
刊
号
掲
載
の
短

文
よ
り
も
、
写
真
や
図
表
を
入
れ
た
ネ
ッ
ト
上
の
論
文
の
方
を
完
全
版

と
し
て
い
る
。
「
思
想
」
誌
本
年
一
月
号
の
「
思
想
の
言
葉
短
い
二

○
世
紀
の
脱
神
話
化
」
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
本
稿
と
同
様
に
海
外
か

ら
の
電
子
メ
ー
ル
寄
稿
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
参
考
文
献
の
代
わ
り

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｃ
詞
伊
を
入
れ
て
も
ら
い
、
口
詞
Ｐ
引
用
を
学
術
雑

誌
上
で
も
「
認
知
」
し
て
も
ら
っ
た
。

無
論
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
発
信
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

ジ
ャ
ン
ク
情
報
の
山
を
か
き
わ
け
て
見
い
だ
し
た
、
社
会
科
学
情
報
の

受
信
・
活
用
が
不
可
欠
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ア
ン
ト
ニ
ォ
・
グ
ラ
ム
シ

研
究
の
世
界
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
世
界
中
の
著
作
・

論
文
が
蓄
積
さ
れ
、
ビ
ブ
リ
オ
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
逐
次
更
新
さ
れ
て

い
る
。
マ
ル
ク
ス
、
レ
ー
ニ
ン
、
ト
ロ
ッ
キ
ー
ら
の
論
文
も
、
英
訳
な

ら
ネ
ッ
ト
上
で
簡
単
に
手
に
入
る
。
昨
年
春
シ
カ
ゴ
の
ロ
ー
ザ
・
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
グ
国
際
会
議
出
席
の
さ
い
、
ロ
ー
ザ
の
日
本
語
文
庫
本
し
か

持
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
英
語
の
コ
メ
ン
ト
を
求
め
ら
れ
、
窮
余
の
一

策
で
国
営
。
。
で
探
し
た
ら
ち
ゃ
ん
と
英
訳
が
み
つ
か
っ
て
、
正
確
に
引

用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
愛
媛
大
学
赤
間
道
夫
さ
ん
Ｈ
Ｐ
か
ら
は
、
新

版
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
挫
折
後
の
世
界
の
マ
ル
ク
ス
研
究
の
最
前
線
に
入
る
こ
と

が
で
き
る
。
今
春
の
ト
ロ
ッ
キ
ー
研
究
所
や
東
京
グ
ラ
ム
シ
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
発
足
で
、
日
本
語
文
献
検
索
も
ず
い
ぶ
ん
楽
に
な
っ
た
。

私
の
最
近
の
研
究
の
中
心
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
目
玉
で
あ
る

旧
ソ
連
粛
清
日
本
人
犠
牲
者
探
索
や
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
獲
得
期
在
独
日
本

人
左
翼
グ
ル
ー
プ
の
研
究
で
も
、
無
論
、
モ
ス
ク
ワ
の
サ
ハ
ロ
フ
人
権

セ
ン
タ
ー
や
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
バ
ー
研
究
所
、
マ
ン
ハ
ィ
ム

大
学
社
会
史
研
究
所
な
ど
の
デ
ー
タ
を
参
考
に
し
て
い
る
。
今
春
新
聞

で
大
き
く
報
道
さ
れ
た
、
一
九
三
八
年
三
月
モ
ス
ク
ワ
で
粛
清
さ
れ
た

無
実
の
日
本
人
女
性
「
テ
ル
コ
・
ビ
リ
チ
Ⅱ
松
田
照
子
」
の
消
息
探
索

は
、
サ
ハ
ロ
フ
人
権
セ
ン
タ
ー
が
作
成
中
の
旧
ソ
連
粛
清
犠
牲
者
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
中
の
日
本
人
検
索
リ
ス
ト
と
、
戦
前
特
高
資
料
等
か
ら
入
力

し
た
私
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
九
三
○
年
代
在
ソ
連
日
本
人
居
住
者
リ

ス
ト
を
つ
き
あ
わ
せ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
そ
の
デ
ー
タ
を
公
表
し
て

広
く
情
報
提
供
を
求
め
、
そ
れ
を
見
た
ご
遺
族
か
ら
私
へ
の
電
子
メ
ー

ル
で
身
元
が
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
日
本
経
済
新
聞
・
読
売
新

聞
二
月
二
五
日
、
等
）
。

と
は
い
っ
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
ま
だ
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

研
究
手
段
で
あ
る
。
活
字
論
文
で
引
照
す
る
と
き
の
ご
召
表
記
の
様

式
さ
え
定
ま
っ
て
い
な
い
。
著
作
権
の
問
題
は
事
実
上
野
放
し
の
ま
ま

で
、
無
断
使
用
覚
悟
で
篤
志
家
た
ち
が
研
究
情
報
を
無
償
提
供
し
て
い

る
の
が
実
態
で
あ
る
。
か
っ
て
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
が
夢
見
た
多
数

言
語
の
世
界
交
流
は
、
事
実
上
「
英
語
帝
国
主
義
」
の
も
と
に
収
敵
し

て
き
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
友
人
た
ち
か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ヅ
ト
時
代

に
入
っ
て
英
語
論
文
を
書
か
な
い
と
他
国
と
交
流
で
き
な
く
な
っ
た
と

い
う
嘆
き
を
聞
い
た
。
当
地
メ
キ
シ
コ
の
大
学
院
生
た
ち
も
、
ス
ペ
イ

ン
語
だ
け
で
は
勉
強
に
な
ら
ず
、
ど
う
し
て
も
ぺ
曽
・
ｏ
に
頼
っ
て
ア
メ

リ
カ
的
バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ
た
情
報
を
集
め
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
本
構
造
は
多
極
分
散
型
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
に
な
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っ
て
い
て
も
、
パ
ソ
コ
ン
・
ハ
ー
ド
の
値
段
・
普
及
度
、
イ
ン
テ
ル
・

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
市
場
独
占
・
ソ
フ
ト
支
配
、
電
話
回
線
・
電
話
料

の
国
別
格
差
な
ど
が
相
乗
し
、
結
局
は
現
実
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場

の
構
造
と
政
府
の
情
報
統
制
・
情
報
操
作
が
投
影
さ
れ
ざ
る
を
え
な

い
。
ま
だ
創
生
期
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
マ
ィ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
と
自
由

を
尊
重
し
、
盗
聴
法
案
の
よ
う
な
政
府
の
介
入
に
歯
止
め
を
か
け
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
二
一
世
紀
の
学
術
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ

ュ
ア
に
確
実
に
組
み
込
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界

に
、
ア
ソ
シ
エ
訓
の
同
人
た
ち
も
進
ん
で
介
入
し
、
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ

ン
で
情
報
を
集
め
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
大
い
に
発
信
し
て
ほ
し
い
と

願
う
。
な
お
、
小
論
は
活
字
に
な
り
次
第
私
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
ア

ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
、
引
照
し
た
各
サ
イ
ト
に
直
接
リ
ン
ク
で
き
る
よ
う

に
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
個
々
の
ご
両
Ｆ
引
用
は
省
略
す
る
。

宙
‐日
四
号
宮
８
月
⑤
頭
三
心
巨
・
○
【
・
弓
）

扇
月
日
蛋
亜
○
日
名
侭
①
汗
一
○
名
二

口
『
・
弓
、
厨
匡
８
云
貰
○

西
−
８
［
２
９
の
ご
ロ
ヨ
く
旬
邑
ｑ

観
２
−ｑ
ｏ
函
ｏ
ｎ
巨
粋
一
命
冒
月
吻

甲
』
ｚ
鳥
四
〕
云
匡
昌
国
、
ご
〕
Ｈ
○
戸
苫
易
？
、
。
白
〕
］
安
宅
ン
ｚ

○
雪
８
勺
言
口
角
十
雪
ふ
甲
麗
？
胃
誤

（
ェ
。
日
の
肩
‐息
‐合
・
弓
○
百
国
》
穴
。
百
冒
昌
〕
目
。
ご
昌
駅
‐８
８
》
富
里
ｚ

西
○
ョ
、
弓
ゴ
○
国
、
＋
四
‐心
甲
学
目
ｂ
朕
｝

エ
○
ョ
允
顧
鴬
十
望
ふ
ぃ
い
い
３
℃
脚
Ｇ
い

中
冒
邑
叩
冨
８
局
⑤
頴
三
心
匡
・
○
門
・
弓

両
口
磐
号
顛
○
日
名
品
①
ご
詞
匡
言
名
豈
芝
ダ
ョ
ミ
・
需
星
心
匡
・
○
旦
亘
１
百
８
［
里
エ
○
ョ
の
，

言
目
二
頁
号
ミ
乏
諄
量
．
観
昼
心
匡
・
○
且
叉
１
百
８
［
Ｑ
工
○
日
、
曽
日
筐

（
一
橋
大
学
教
員
・
政
治
学
・
在
メ
キ
シ
コ
）

『
季
刊
ア
ソ
シ
エ
』

第
一
回
編
集
会
議
の
報
告

ア
ソ
シ
エ
劃
の
活
動
内
容
を
会
の
内
外
に
伝
達
す
る
媒
体
と
し
て
、

い
ま
の
と
こ
ろ
「
季
刊
ア
ソ
シ
筐
 
と
「
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
」
の
二
つ

が
あ
る
・
後
者
の
編
集
会
議
は
随
時
も
た
れ
て
い
る
が
、
六
月
一
三
日
、

後
者
の
第
一
回
編
集
会
議
が
行
わ
れ
、
骨
子
が
決
ま
っ
た
。

「
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
」
が
会
議
や
催
し
の
報
告
・
予
告
、
そ
し
て
個

別
の
記
事
、
例
え
ば
時
事
的
な
問
題
解
説
や
会
員
の
意
見
・
投
書
を
幅

広
く
掲
載
す
る
の
に
対
し
て
、
『
季
刊
ア
ソ
シ
エ
」
は
、
①
編
集
方
針

と
し
て
は
、
幕
の
内
弁
当
の
よ
う
に
多
種
多
彩
に
掲
載
す
る
の
で
な
く
、

一
定
の
テ
ー
マ
に
即
し
た
論
文
と
エ
ッ
セ
ー
・
論
評
・
レ
ビ
ュ
ー
を
中

心
に
据
え
、
②
ム
ッ
ク
形
式
（
雑
誌
と
書
籍
の
中
間
的
な
体
裁
）
に
す

る
。
③
第
一
号
発
刊
時
期
は
二
月
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
る
。
④
特
集

テ
ー
マ
に
関
わ
る
原
稿
は
、
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
を
活
用
し
て
会
員
か
ら

ど
し
ど
し
寄
せ
て
も
ら
う
。
⑤
季
刊
の
原
稿
料
は
現
在
の
財
政
上
で
は

四
○
○
字
に
つ
き
二
○
○
円
程
度
（
原
則
と
し
て
会
員
は
原
稿
料
な

し
）
。
⑥
第
一
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
よ
び
か
け
の
中
に
含
ま
れ
る
諸
問

題
に
か
ら
め
て
「
資
本
主
義
に
対
抗
す
る
批
判
的
知
性
」
と
し
、
編
集

長
・
伊
藤
誠
、
編
集
委
員
・
足
立
真
理
子
、
高
橋
順
一
、
的
場
昭
弘
の

四
名
が
編
集
を
担
当
す
る
。
巻
頭
に
は
創
刊
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
つ
け

る
。

（
石
塚
正
英
・
編
集
委
員
会
・
立
正
大
学
講
師
〈
非
常
勤
〉
）

1 つ
』 ≦


